
令和４年度　家庭で取り組むエコチャレンジ2022　事前審査　採点結果

選考№ 選　　考　　理　　由 票　　数

69
グリーンカーテンはエネルギーを使わずにできるとてもよい試みだと思います。家族そろって毎朝眺めることで自然への親しみも増したことが何よりの効果でし
た。

69 グリーンカーテンに挑戦して実績も上げ、早起きなど生活リズムも変わったり、意識も向上したことがよいと感じました。

69
グリーンカーテンを作って窓を眺める時間が増え、家族が毎日早起きするようになり、自然を大切にしたいという意識も高まったとのこと。
電気、水、食物を大切にするだけでなく自然を大いに利用するところが良い

69
グリーンカーテンにより、エコ意識だけでなく家族の楽しみも創出している ことがすばらしい 。
またラベル剥がしといった面倒な作業も習慣化すること で、その大切さに気づいたことも評価できます。
グリーンカーテンを実施している唯一の事例なので、これを表彰することで、その大切さを再度認識させることとも重要だ思います。

69
グリーンカーテンに初挑戦した体験により得た気づきは、他の多くの家庭にも伝えたいことだと思います。
「朝顔を楽しみに」早起き蜷田など、エコチャレンジによって「楽しみが増えたととらえている点が素晴らしいです。

69 アサガオとフウセンカズラでグリーンカーテンを作り、エコ活動の中で、自然を大切にする意識が高まったことは素晴らしいと感じました。

69
グリーンカーテンは多くの家庭や会社で行われているが、家族の早起きや自然を大切にする意識の高まり、ラベル剥がしの理解など、意識変革をもたらした経
緯がよく分かりました。

30
細かい点にも気を付けて、環境配慮行動を実践しその効果が出ている点がすばらしい。
また昨年度の反省点を活かしたようで、扇風機との併用および家族一緒に部屋いるといった改善点に取組んでいる様子がわかることも評価に値すると思いま
す。

30 冷蔵庫の買い換えは大きな効果があったでしょう。それに加え、エアコンの使い方などにも工夫して取り組んでいる点も評価できます。

30 エアコン、冷蔵庫に特に気を付け、同じ部屋にいるようにするなど家族全員が協力して取り組んでいることが感じられました。

30
冷蔵庫買替を機に省エネ行動を設定（28℃）したことで、スーパーの照明低減やエスカレーターの人感作動等、社会の省エネに関心が高まったことが素晴らし
いと思いました。

30
工夫したことや努力した項目がたくさんあり、結果として電気の削減につながったと思います。来年は今年やった項目を続けながら、また新たな取り組みに励ん
でください。
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選考№ 選　　考　　理　　由 票　　数

10
単に、冷蔵庫の開閉回数を減らすという目標だけではなく、麦茶を水筒に入れて飲むなど、実際に（意識しなくても）開閉回数を減らす工夫をして取り組んだとこ
ろが素晴らしいです。

10
エコチャレンジに取組むことによって夜更かしの傾向から生活に気をつけられた。冷蔵庫からその都度出すのではなく水筒に入れて飲んだり早くお風呂に入る
ようにして寝るのが早くなり、自ら取り組み、電気や環境について楽しみながらやったことが良かった

10
「お風呂にすぐ入ると寝る時間が早くなる」など、一つの行動が新しい行動や発見につながることを気づかせてくれる事例です。
「エコが数字で見られて達成感」「楽しみながら取り組むことができた」というのも大きなポイントです。

10 水筒を活用して冷蔵庫の開閉回数を減らすなど、取り組みに工夫が見られます。

1
3人でしっかりチームを組んでこれはこうした方が良いとか、皆が意見を出し合ってエコの大切さを気づくことができたという
電気のつけっぱなし、シャワーの水を出しっぱなしなどに気を付けカーテンを閉めたりと皆で話し合って取り組んだことが良い

1 3人の子どもが一生懸命エコについて考え家族で協力して取り組んでいると感じられ今後もよりエコに関心を期待できると思った。

1
子どもの参加人数が多く、兄弟でしっかりとチームで取組む姿勢が評価できる。
子供たちの行動が大人の意識変容にも影響を与え、それが環境配慮行動の継続意識へとつながっている点も素晴らしいと思います。

17 節電だけでなく、フードロスにも着目していろいろな観点からエコに取り組んでいる意識が感じられました。

17 兄弟で、ごはんを残さず食べる、ごみを分別する、1時間早く消灯するという身近なことに、自然体でチャレンジしている姿が良いと思います。

17
ご飯を残さず食べるのは、だれにでもできてとても良いと思いました。
また、エコチャレンジで児童館に行くなど、よい夏休みの過ごし方だと思いました。
家族で取り組めたのもよかったです。

4 身近なところからエコに関心を持ち環境問題を確かに考えて取り組んでいると感じた。

4 明るいうちに入浴して「電気を消そう」「窓を開けよう」と声を掛け合い、小さなことから節電を心掛けていると感じられました。

8 家族で「エコだね」「節電しなきゃね」など会話が増えたところもいいし、冷蔵庫と洗濯機のエコ使用のもの、効果があるんだとみんなにも知ってほしいから。

8 省エネ行動を続けることで意識化され、家族の日常会話が生まれたという流れが、このチャレンジの意図することと合致していると感じ、選びました。
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選考№ 選　　考　　理　　由 票　　数

66
削減効果が一番でした。
基本的なことを徹底して取り組んだ成果だと思い明日。家庭での節電以外の項目であるごみの分別に取り組んだことも素晴らしいと思います。

66 テレビをほとんどみないなど、兄弟で意識してエコチャレンジに挑戦することが、親子で「エコの心がけ」のきっかけとなっている点が良いと思います。

13
夕方の打ち水はいいですね、風情があります。
蒸し暑い夜を少しでも快適に過ごすよい習慣になったと思います。 1

14 日頃よりエコの習慣が感じられさらに工夫を凝らして取り組む活動意識があると思った 1

24
41

アイスリングはエネルギーを使わない新兵器でした。
我が家でも大活躍でした！学校でまとめて導入する、などもアリかも。冬にはホットリングもあるようです。 1

29 1日の終わりにその日の行動を振り返り、次につながる良い取り組みの実践ができた好事例と感じ、選びました。 1

39
4度目のチャレンジで、期間外もエコへの意識づけが年間を通してできるようになってきているという点が削減効果にも数字として表れていると思います。
今後も継続していただきたいと思います。 1

54
「何気なくしていたことでも少しの意識の変化で思ったよりも効果がある」というところ。これこそ、持続可能で誰にでもできるところかなと思います。
みんなの意識が変わるとよいと思います。 1

60 機密性の良い家で省エネ性能の高い家電を使うことが、もっとも効果的な対策です（子供だけではできませんが）。子供たちにもその意義を伝えていきましょう。 1

76 お昼ごはんに電気を使わない自作のソーラークッカーを使いお湯を沸かす、調理をするなど、親子で楽しみながらチャレンジしている姿に好感を持てます。 1

79
目標の「地球に優しくしてみんなが楽しく生きられるようにする」というのが素晴らしいです。
エコは、人を幸せにする為の取り組みであると気付いている。その気づきを表明する事で多くの人に気づきを与えています。 1

82 エアコンや照明によってエコを感じる事はあるが、ご飯を残さないことがエコになるという新しい発見ができたことが素晴らしいと感じ、選びました。 1

84
省エネ行動（◎）を一日５つ以上、という自由に選べる行動目標の設定が素晴らしいです。
エアコンやテレビでは短い時間や「ながら族」（おもちゃとテレビ）の気づきも印象的でした。 1
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